
RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 45

99

　はじめに

チゴダラ科ソコクロダラ属 Lepidionは，日本

国内からソコクロダラ Lepidion inosimae (Günther, 

1887) と キ タ ノ ク ロ ダ ラ Lepidion schmidti 

Svetovidov, 1936の 2種が知られている深海性魚

類 で あ る（Nakaya et al., 1980； 中 坊・ 甲 斐，

2013）．このうちソコクロダラは標準体長 1 mに

達し，水深 580–1,110 mに生息している大型種で

あり（Nakaya et al., 1980；岡村，1984；柴田ほか，

2015），美味な魚で主に椀種等に用いられる（山田・

堀川，1998）．本種は日本国内において相模湾か

ら土佐湾にかけての太平洋，五島列島南部，およ

び硫黄島海嶺から記録されている（Nakaya et al., 

1980；遠藤，1997；山田・堀川，1998；中坊・甲

斐，2013；柴田ほか，2015）．

2018年 7月 17日に奄美群島南端に位置する与

論島沖で漁獲された 1個体のソコクロダラが鹿児

島市中央卸売市場魚類市場に水揚げされた．本標

本は琉球列島ならびに鹿児島県における本種の初

めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法はNakaya et al. (1980)にしたがっ

たが，背鰭と臀鰭の軟条数は目視可能なもののみ

計数した．標準体長は体長または SLと表記し，

体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mmまでおこ

なった．ソコクロダラの生鮮時の体色の記載は，

固定前に撮影された与論島産の標本（KAUM–I. 

116991）のカラー写真に基づく．標本の作製，登

録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠

した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研

究博物館（KAUM）に保管されており，上記の

生鮮時の写真は同館のデータベースに登録されて

いる．

　結果と考察

Lepidion inosimae (Günther, 1887)

ソコクロダラ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 116991，体長 716.0 mm，全長

796.0 mm，鹿児島県大島郡与論島沖（鹿児島市中

央卸売市場魚類市場にて購入），2018年 7月 17日，

山口　実・中村潤平．

記載　第 1背鰭軟条数（目視で確認できるも

ののみ）5；第 2背鰭軟条数（目視で確認できる

もののみ）55；臀鰭軟条数（目視で確認できるも

ののみ）50；胸鰭軟条数 21；腹鰭軟条数 7；鰓耙

数 5 + 14 = 19；鰓条骨数 7．

体各部の体長に対する割合（%）：頭長 24.9；

吻長 7.6；眼後頭長 14.0；両眼間隔 6.7；眼径 4.1；

上顎長 11.7；尾柄高 3.4；第 1背鰭前長 26.6；臀

鰭前長 47.3．

体は前後方向に伸長し，体高は第 2背鰭起部

で最大．体背縁は吻端から第 1背鰭起部にかけて

上昇し，そこから尾柄部にかけて下降する．体腹
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縁は下顎先端から腹鰭と肛門の中間地点にかけて

下降し，そこから尾柄部にかけて上昇する．胸鰭

基底上端は鰓蓋後端より後方に位置する．胸鰭後

端は尖り，第 2背鰭第 8軟条起部直下に位置する．

第 1背鰭起部は鰓蓋後端より後方に位置し，前部

の軟条は糸状に伸長する．第 2背鰭起部は第 1背

鰭直後に位置し，第 2背鰭基底後端は尾柄部に及

ぶ．腹鰭は前鰓蓋骨後縁直下に位置し，前部の軟

条は糸状に伸長する．たたんだ腹鰭の後端は肛門

に達する．臀鰭起部は第 2背鰭第 11軟条起部直

下に位置し，臀鰭基底後端は第 2背鰭基底後端よ

り前方に位置する．臀鰭の外縁は湾入する．尾鰭

は截形．口は端位で口裂は大きく，上顎後端は眼

の中央直下に位置する．吻は丸みを帯び，下顎先

端より前方に突出する．下顎には 1本のひげを有

する．両唇は厚い．鼻孔は 2対で近接する．眼と

瞳孔は正円形を呈する．体は円鱗に覆われ，両顎，

鼻孔周辺，眼の周囲，および鰓膜は無鱗．側線は

完全で鰓蓋上方から始まり第 2背鰭中央部直下ま

で下降する．その後，側線は体軸と平行になり尾

柄部まではしる．両顎には絨毛状の歯が密生し，

歯帯を形成する．鋤骨に絨毛状の歯からなる小円

形の歯帯を有する．鰓耙は細長く棒状． 

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）：体は一様に黒褐

色．胸鰭，第 1背鰭の鰭膜，第 2背鰭後部縁辺，

腹鰭の鰭膜，臀鰭縁辺部，および尾鰭は黒青色．

瞳孔は黒色．鰓膜縁辺は黒色． 

分布　日本，天皇海山からハンコック海山，ハ

ワイ諸島北西部，ニューカレドニア，オーストラ

リア南東岸・南岸，およびニュージーランドに分

布する（Nakaya et al., 1980；中坊・甲斐，2013）．

国内では，神奈川県三浦半島から高知県足摺岬に

かけての太平洋，五島列島南部の東シナ海，およ

び硫黄島海嶺から報告されており（Jordan et al., 

1913; Nakaya et al., 1980；遠藤，1997；山田・堀川，

1998；中坊・甲斐，2013；柴田ほか，2015），本

研究により新たに与論島における分布が確認され

た．

備考　本標本は第 1背鰭と腹鰭の前部の軟条

が糸状に伸長すること，腹鰭軟条数が 7であるこ

Fig. 1. Fresh specimen of Lepidion inosimae. KAUM–I. 116991, 716.0 mm SL, Yoron-jima island, Kagoshima Prefecture, southern Japan.
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と，臀鰭の外縁が湾入すること，および鋤骨に絨

毛状歯を有する歯帯があることなどにより，

Nakaya et al. (1980)によって定義された Lepidion

属の標徴と一致した．また，第 2背鰭軟条数が

55であること，臀鰭軟条数が 50であること，鋤

骨歯帯が小円形であること，および上顎長が短く

体長の 11.7 % であることなどが Nakaya et al. 

(1980)や中坊・甲斐（2013）の報告した Lepidion 

inosimaeの標徴とよく一致したため，本種に同定

された．

Lepidion inosimaeは Günther (1887)により神奈

川 県 江 の 島 か ら 得 ら れ た 個 体 に 基 づ き

Haloporphyrus inosimaeとして記載された．その

後，Jordan et al. (1913)は L. inosimaeに対し和名

ソコクロダラを提唱した．田中（1927）は神奈川

県三浦市三崎より得られた 1個体に基づき

Haloporphyrus oidemaを記載し和名カッタイボヒ

ゲを提唱した．現在，H. oidemaは L. inosimaeの

新参異名とされている（Nakaya et al., 1980）．駿

河湾の魚類相を報告した黒田（1951）はソコクロ

ダラの分布を相模湾と駿河湾とした．その後，北

西太平洋のソコクロダラ属魚類を整理した

Nakaya et al. (1980)は天皇海山と硫黄島海嶺に位

置し火山列島北硫黄島の北方約 150 kmの Ramapo 

Bankから得られたソコクロダラ 6個体を詳細に

記載し，Günther (1887)と田中（1927）を引用し

本種の分布に相模湾を含めた．遠藤（1997）は高

知県足摺岬沖から得られたソコクロダラを報告

し，山田・堀川（1998）は五島列島南部の東シナ

海陸棚縁辺から底刺網により漁獲された本種を報

告した．柴田ほか（2015）は 3,000 m級無人探査

機ハイパードルフィンを用いた潜航調査において

相模湾東部三浦海底谷の水深 1,110 mからソコク

ロダラを目視により観察したことを報告した．

これまでに知られていたソコクロダラの分布

は上述のとおりであるため，与論島から得られた

標本は本種の琉球列島ならびに鹿児島県における

初めての記録であり，本研究によって本種が相模

湾から琉球列島にかけての深海域に広く分布して

いることが明らかになった．
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